
機密性２情報
松本砂防スペシャルエンジニア・松本砂防事務所現地検討会実施しました

国土交通省北陸地方整備局

松 本 砂 防 事 務 所

実施日時：１２月１０日（月） １３：１５～１６：００
調査箇所：牛伏川の砂防事業（完成から約１００年）
参加機関：ＭＳＳＥ（松本砂防スペシャルエンジニア）、松本砂防事務所

合計２５名

トピック ～牛伏川の砂防事業とは？～
明治初頭、牛伏川の水源地は、森林伐採と山火事により荒廃地となり、降雨の度に土石流が発
生していました。そのため、明治１８年（１８８５）内務省により牛伏川の砂防事業が始められ、その
後明治３１年（１８９８）長野県が砂防工事を引き継ぎ、現在の牛伏川階段工をはじめとする砂防
施設が完成しました。

石積による施工方法、水の流れに沿って創る伝統工法等により自然との調和を図り美しい景観
を創り出し、先人の技術を学ぶ砂防学習の場、また、市民のいこいの場として多くの方に現在も利
用されています。

松本砂防事務所では、内務省時代施工した牛伏川の砂防事業で先人が築いた伝統技術で
ある「石積」の施工方法や構造等について、砂防の経験が豊富で松本砂防事務所管内にも詳
しいＭＳＳＥ（松本砂防スペシャルエンジニア）と現地を確認し、意見交換をおこないました。

当時施工された石積による堰堤は、洪水時に石があたり角がかけるのを防ぐため、施設の
角に丸みをもたせる工法（巻天端）や石と石との噛み合わせ・組み合わせが堰堤の強度に影
響するため、時間をかけて石の積み方を考慮するなど多くの工夫と労力が結集されています。
完成から約１００年経った今もその効果を十分に果たしており、先人たちの技術に驚きました。
現地検討会で学んだことを今後の施工方法に役立てたいと思います。
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石積み技術について解説を受ける様子 第三号石堰堤（内務省明治１８年施工）


